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格言・教え集：意識・AI・哲学の原則
— t0rapa（野村一行）氏の note 作品群から抽出した 10 の知恵 —

以下は、意識・哲学・AI・認知科学にまたがる note 作品群から、格言・教えとして特に

有効と思われる 10 件を抽出し、メッセージとして整理したものです。

第 1 条 意識とはAI時代を問い直す哲学的出発点である

【メッセージ】

AIの進化が迫る根本的な問いは「意識とは何か」である。この問いから目を背けることなく向き

合うことが、AI時代の知働者に求められる。

【解説】

著者は大学時代に問い続けた「意識とは何か」という問いが、AIの急速な進化を通じて

再び浮上したことを記している。機械が創造性に挑む存在になりつつある今、テクノロ

ジーの奥底にある哲学的問いへの洞察が不可欠である。

【参照元】

https://note.com/carl/n/n5443f07c0613

第 2 条 真の知能は世界と関わり、意味を創造し続ける存在である

【メッセージ】

知能の本質は受動的な情報処理ではなく、世界と関係を結び、経験を通じて意味を創造し続け

ることにある。

【解説】

エナクティヴィズムが示すように、認知は脳内だけで完結するものではなく、身体と環

境との相互作用を通じて生成される。AIもまた「経験の時代」へと進化しつつある。参

考になるのは人間の脳ではなく、人間の生——身体性・環境との関係性・経験を通じた成

長というプロセスである。

【参照元】

https://note.com/carl/n/n8cb0445bac18

11

11



格言・教え集：意識・AI・哲学の原則　- 2 -

第 3 条 哲学の問いは「存在」から「知識」へ、そして「心」へと深化する

【メッセージ】

哲学は「何が存在するか」から「どう正しく知るか」、そして「心とは何か」へと問いの焦点を深化

させてきた。この思想史の流れを知ることが、AI時代の知働者の基盤となる。

【解説】

ウィトゲンシュタインが洞察したように「哲学の問題は言語が休暇中である時に生じる」

。哲学は決して抽象的な学問ではなく、技術的課題の根底にある構造を明らかにする実

践知である。IT技術者こそ、この哲学史の流れを自らのものにすべきだ。

【参照元】

https://note.com/carl/n/n5f30cd617f81

第 4 条 AIは道具から思考の協働者へと進化しつつある

【メッセージ】

AIはもはや情報を検索する道具ではなく、私たちが考え始める前の段階で情報の輪郭と入り口

を編集する「認知的パートナー」へと進化しつつある。

【解説】

「System 0」とは、カーネマンのSystem 1（直感）・System 2（論理）の前段階として

機能するAIの役割を指す。適切な条件を満たした外部資源は心の一部として機能しうる。

この理解を設計に組み込まずして、AI時代の知働きは実現しない。

【参照元】

https://note.com/carl/n/nc8c7713110c0
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第 5 条 流暢に答えることと理解していることは本質的に異なる

【メッセージ】

AIが流暢に答えることは、理解していることとは本質的に異なる。この区別を明確に認識するこ

とが、AIと共に働く知働者の根本的な洞察である。

【解説】

「中国語の部屋」論争が示す通り、構文的な処理能力と意味論的な理解は別次元の問題

である。AI時代において人間固有の「理解する力」の価値を問い続けること——それが知

働者の知的誠実さである。

【参照元】

https://note.com/carl/n/n5f30cd617f81

第 6 条 クオリアは科学的説明が届かない主観的体験の核心である

【メッセージ】

「赤い花の美しさ」「コーヒーの香り」——こうした主観的な感じ（クオリア）は、単なる情報処理を

超えた特別な次元に存在する。これがAI時代の意識論の核心問題である。

【解説】

クオリアの四つの特性（言語化不可能・内在的・私的・意識への直接性）は、脳科学が

どれほど発達しても残り続ける「ハードプロブレム」を形成する。「痛みはC線維の発

火である」という説明は、「なぜそれが感じとして経験されるのか」という問いを一切

解決しない。

【参照元】

https://note.com/carl/n/nd3e57c98fe37
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第 7 条 意識の本質は、情報の量ではなく統合の度合いにある

【メッセージ】

意識の鍵は単なる情報量ではなく、情報がひとまとまりに統合されている度合いにある。意識

を「点」ではなく「関係性の網」として捉えることが、AI時代の新しい認識論の出発点となる。

【解説】

統合情報理論が示すように、意識は情報の統合度（Φ）によって測られる。さらに「概

念の正体は、その概念が他の概念と結ぶ関係の全体で決まる」という圏論的視点は、知

識の本質にも通じる。構造的類似性は意識の必要条件であっても十分条件ではない。

【参照元】

https://note.com/carl/n/nbb758b30d31c

第 8 条 認知は脳の中にあるのではなく、身体と世界の相互作用の中にあ

る

【メッセージ】

「脳＝ハードウェア、心＝ソフトウェア」という二元論は、心の本質を見誤る。認知は脳だけでな

く、全身の感覚系と環境との絡み合いに根ざしている。

【解説】

ユクスキュルの「環世界」概念が示す通り、各存在は独自の感覚世界を生きている。AI

が真の意味で「理解する」ためには、記号の統計処理を超えた身体性が必要だ。「犬」

とは単なる文字ではなく、身体ごと経験された何かである。

【参照元】

https://note.com/carl/n/n13480d742ed8
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第 9 条 「行動しながら世界と関わる」ことが真の知能の姿である

【メッセージ】

「世界を理解してから行動する」のではなく、「行動しながら世界と相互作用する」。これが真の

知能のあり方であり、AIとの協働における人間の主体性の核心でもある。

【解説】

4E認知科学（身体化・環境埋め込み・拡張・自己遍在的認知）が示すように、知能は身

体と世界の切り離せない結びつきの中にある。記号は記号を指し示し続け、その連鎖は

どこまでいっても記号の中で閉じている——意味は行動を通じてのみ接地される。

【参照元】

https://note.com/carl/n/n13480d742ed8

第 10 条 意識の未完成さこそが、人間に探求の余地を残してくれている

【メッセージ】

意識は単なる神経信号の組み合わせには還元できない独自の性質を持つ。その未完成さこそ

が私たちに探求の余地を残し、人生の意味を創造する自由を与えてくれている。

【解説】

意識研究の最前線では、単一の視点では捉えきれない多面的な謎が依然として広がって

いる。「なぜそれが『感じられる』のか」という問いは深い霧の中にある。この謎と向

き合い続けることが、AI時代の知働者としての人間固有の使命である。

【参照元】

https://note.com/carl/n/n640b4e4fbe2e



第 11 条 心は脳の中ではなく、身体と世界のあいだにある

【メッセージ】

心は頭蓋骨の内部に閉じ込められた単なる情報処理ではなく、身体や環境、道具、さらには

他者との相互作用のなかで成立する動的なネットワークである。

【解説】

「水槽の中の脳」の思考実験が逆説的に示すように、人間の現実の認知は身体なしには成り

立ちません。直立二足歩行といった身体の構造から、私たちが日常的に使う白杖やスマート

フォンなどの道具に至るまで、それらは世界の見え方や認知のあり方を深く形作っています

。加えて、身体は文化や社会的なまなざしに晒されており、「誰の身体か」によっても世界

の手触りは異なります。心を脳内のソフトウェアとして捉えるのではなく、身体を通じて世

界と関わる活動そのものとして理解すべきです。

【参照元】

https://note.com/carl/n/ne57c052c3301
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